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Abstract: The characters in the novels Of setsuko Shinoda often use the library for various kinds of re―

search. Those stories are based on her experiences as a librariano l analyzed her works to sec how she por―

trayed libraries through these characters and how those images changed over tilne in her novels.In particular,

I found her characters up until the nlid― '90s used reference books or asked libra五ans. In later novels, both

the library users and librarians changed reference tools fron■ those sources to digital sources including the in―

ternet.

要旨 :篠田作品には,市役所や図書館の勤務経験を背景に,作品中の人物が,図書館を利用 して,な

にかを調べるシーンが多 くみられる。それらを時系列的にみていくことで,作品内容と図書館の利用

のされ方,利用者側の図書館に対する意識の変化などについて考察 した。

1990年代半ばまでの作品では,小説の登場人物が図書館で調べ ものをした り,図書館員が相談に

対応するシーンがみられたが,その後に発表された作品では,情報流通の電子化に対応 した手段がと

られていることが,確認できた。

1.は じ め に

2009年 7月 ,日 本テレビ系列の ドラマ 『LOVE

GAME』 で,精神的なストレスを感じている女性図書

館員が,書庫内で作業中に書架の本を払い落とすシー

ンが放映された1)。 この ドラマは, タイトルにもあら

われているように,登場人物の恋愛や人間関係を中心

にストーリーが組み立てられたものなので,キ ャスト

の職業にさほど大きな意味があるとはいえない。しか

し,「図書館司書」と設定されている人物が,自 らの

職業に密接に関連するものを,粗略に扱っていること

は,図書館や図書館職員のイメージに好感をもたらす

ものではあるまい。そうしたシーンを放映しても,と

くに大きな問題とはならないだろう, と, ドラマの制

作がわが考えている,と いうことでもある。図書館の

現場ではたらく職員や,図書館学・司書課程を受講す

る学生も女性が多くを占めており',こ の ドラマでと

りあげられた図書館・図書館員のイメージが,実際に

もありそう,と 視聴者に受け止められかねないのは
,

残念なことである。

一方,職業として,図書館の現場を経験した女性の

中には,図書館での体験を背景とした著作を発表して

いるケースがみられ,「 図書館はどうみられてきた
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か」というこの論考でも,こ れまで何度かとりあげて

きた〕。

「長崎大学教育学部講師,助教授」から,「 1991(平

成 3)年 ,福岡市に初の女性部長 として招かれ」「教

育長などを歴任。現在,福岡市総合図書館館長」であ

る,植木とみ子
中
,「杉並区立の地域図書館,杉並区立

中央図書館などを経て,現在,杉並区立中央図書館嘱

託。全国各地での読書推進のための講演会講師,図書

館員養成講座の講師をつとめる」田中共子',「昭和 41

(1966)年 より,山 形県鶴岡市の専門・専任・正規の

学校司書として鶴岡市内の小学校 5校,中学校 2校 に

勤務」「現在,鶴岡市教育委員会,図書館支援業務員

として,鶴岡市内の学校図書館支援に当たっている」

五十嵐絹子
°
,「東北大学附属図書館を経て,現在,東

北福祉大学准教授 (図書館学 )」 である大島真理",な

どによる著作が,2009年 に,刊行 されている胸
。 ま

た,「 カリフォルニア州で歴史学 と図書館学 を修了

し,司書 として働いたあと 1979年 より作品を発表」

している, ジェイン・アン・クレンツ9,「 ノースカロ

ライナ・セントラル大学で図書館学および情報科学で

修士号を取得。その後 8年間中等学校の教師をしてい

た」J・ B・ スタンリー1° ,な どのように,図書館に関

する専門的知識を有する著者が,図書館に勤める人物

をメインキャラクタとして登場させている小説が,日

本語に翻訳され,本年 (2009年 ),刊 行されている。

これまで,「図書館はどうみられてきたか」と題 し

たこの一連の論考で,図書館勤務経験のある作家の描

く図書館像について取 り上げ,「女性作家が描 く女性

図書館員」という観点から考察の対象としたH。 その

中で一部の作品をとりあげたことのある,篠 田節子

は,自 治体職員として,図書館員を経験 しているが ,

そのエッセイでの図書館利用者に向けた提言は,図書

館現場での経験を背景にした,作家としての思いが表

れているといえよう
P。

2.篠田節子の小説作品 と

図書館 に関係す るス トー リー

篠田節子は,1955年 生まれ。八王子市役所に勤務

した経験があり,図書館に配属されていた期間があつ

た。1990年 ,『絹の変容』により第 3回小説すばる新

人賞を,女性としてははじめて受賞し,ま た,『 ゴサ

インタンー神の座一』により,1997年第 10回 山本周

五郎賞,『女たちのジハー ド』により,1997年上半期

第 H7回直木賞,『仮装儀礼 上』『仮装儀礼 下』に
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より,2009年 第 22回 柴田練三郎賞を受賞。現在 ま

で,小説 30点あまり,エ ッセイ・紀行集ほか,数点

を干J行 してきているい
。

篠田作品には,市役所や図書館の勤務経験があるこ

とを背景として,ス トーリーに図書館や図書館員の登

場する作品が多 く,作 中の人物が,図書館 を利用 し

て,何かを調べるシーンがみられる。今回は,篠田節

子の作品について,図書館と関連のあるス トーリーを

とりだし,図書館を利用して,何かを調べるシーンを

時系列的にみていくことで,作品内容と図書館の利用

のされ方,利用者がわの図書館に対する意識の変化な

どについて考察 した。なお,文庫化されているものは

文庫版を参照 した。

篠田節子がこれまでに発表した,30点 あまりの小

説単行書のうち,半数以上に,な んらかのかたちで図

書館とのかかわりのあるストーリーが含まれている。

以前,東野圭吾の作品をとりあげ,登場人物が図書館

を利用する場面が多いことを指摘したが,東野の最近

作でも『容疑者 Xの献身』2005で は,大学図書館

で,刑事が,友人でその大学の所属メンバーである教

員の利用履歴を,カ ウンターで尋ねるシーンがあり,

『流星の絆』2008で は,登場人物のひとりが図書館で

コピーをとっていたことをほのめかす記述が,ス トー

リーの中に含まれている〕。篠田節子の作品にも,そ

の種のシーンが数多く含まれており,図書館に勤務し

た経験が背景に存在していることが考えられる。それ

らを時系列的にみると,情報流通の電子化に対応した

内容となっている状況が,確認できる。

次に,単行本の刊行年順に,図書館に関係のあるス

トーリーについて,作品ごとに示す。

01.『贋作自雨』 19913)

栗本成美は,国立美大に現役で入学し (p.8),卒業

後は,四十を目前に,中堅の修復家となっている。日

本洋画界の大御所,高 岡荘三郎の死後,そ のコレクシ

ョンの修復を依頼され (pp.18-19),作 業の中で,こ

の人物と関係者について調べようとする。母校の美大

の資料室で「高村荘三郎」についての記事を探すうち

「いくつかの大衆雑誌に荘三郎の結婚についての記事

が掲載されたことがわかった。その足で雑誌専門の図

書館に向かった。しばらく待たされた後,表紙の色あ

せた数冊の週刊誌を渡され」閲覧する (pp.96-99)。

この「雑誌専門の図書館」の様子について,「成美

は,こ ぶしでコツコツと机を叩いた。そのとたん,カ

ウンターの中の司書と視線が合った。『静かにしろ』
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というように,中年の司書は日で合図した。成美は首

をすくめて下をむいた」「とくに目新しい情報はなか

ったが,成美は記事をまとめてコピーし,自 分のバイ

ンダーに鋏みこんだ」(p.10o)と 描写されている。

また,関係者の自殺について,成美は「駅前にある

図書館に行き,当時の新聞の縮刷版に当たったが,そ

れらしい鉄道事故の記事はなかった。カウンターに行

つて尋ねると,司書が,武蔵野地区で起きたことな

ら,全国版を掲載した縮刷版ではなく,地方版を記録

したマイクロフィルムがあるので,そ ちらを利用する

ようにと言う。渡されたマイクロフィルムを投射機に

セットしてもらい,成美はその年の分の最初から目を

通し」「ハードコピーをとって,図書館を出る」(pp.194

-195)と いう行動をとっている。

このほかに,大学病院の医局の図書室を,面談の場

所として使う場面がある (p.197)。

02.『 アクアリウム』1993“

長谷川正人は,教育委員会職員で,学校教育課に勤

めている (p.133)。 あるドキュメンタリー番組で放映

された内容を確認しようと,区立図書館へ行く。「教

育委員会とつながりがあるので,職員とは顔見知り」

で,「すでに消灯した館内に入り,そのビデオをみつ

け」「知り合いの図書館員は,そ っと事務所内に入れ

てくれ」「事務用デッキ」で,そのビデオをみる(pp.228

-229)。

03.『神鳥 (イ ビス)』 19935)

谷口葉子は,「三十を二つばか り過ぎた」イラス ト

レーターだが,出版社を通 じて「流行作家」美鈴慶一

郎の小説のカバー絵を依頼される。小説の内容が河野

珠枝という画家に関するものであり,そ の作品「朱鷺

飛来図」を原画に,雰囲気を生かしてほしいとのこと

であった (pp.6-9)。 画家 と作品について調べてい く

うち,奥多摩地域で起 きたある事件に,こ の絵が関係

していることが判明する (p.119)。 葉子は,観光協会

に電話をかけるが,く わしいことはわからず,作家の

美鈴に相談すると,「 まず,地域図書館に行 くんだ。

日原周辺になければ,そ の上の行政区のね。奥多摩町

立図書館なんていうのがあって資料が充実 していれば

いいけど,な かったらその近辺の大きな町を探す。そ

この図書館の郷土資料を探すんだ。活字本がなければ

古文書にあたる。もちろん現物に触 らせてはくれない

けど,コ ピーサービスをしてるから,そ れを見ればい

い」(p.123)と 言われる。二 日後,葉子は,「青梅の

図書館」へ行き,「郷土資料コーナー」へ行ったが
,

関連資料は少ない。「カウンターで尋ねると,西多摩

郡あたりの地方情報を中心に出版 している地方出版

社」があることがわかり,そ ちらに向かう (p.125)。

また,作家の美鈴は,「 コンピュータデータベースを

使って,明治時代の大雪の記録を調べ」(p.130)そ れ

が,こ の絵に関係していることをつきとめる。

04.『聖域』1994°

実藤は,「 出版部数三千部」の文芸誌『山稜』に勤

務する編集者で「文芸編集の仕事を希望して,こ こ山

稜出版に入社」し,現在「掲載予定の原稿のどれも

が,実藤にとって退屈極まりないもの」で,「三十を

間近に」「高い意識と意識に及ばぬ実力のはざまで
,

いくぶんいらだち気負い立って」いた (pp.7-9)が ,

「偶然みつけた原稿の東」にあった,水名川泉の F聖

域』という作品に興味をもつ (pp.22-23)。 この作者

が,「新人賞としての権威は高い」『北斗文学賞』を

『あずさ弓』で,昭和四十九年に「文壇の大御所,三

木清敦」と同時受賞していたことが,三木のプロフィ

ールの記述から判明する (pp.91-92)。 「実藤は手元に

ある分厚い出版年鑑」をみるが,水名川の名前はな

い。水名川の小説を掲載していた「雑誌『北斗』を発

行している新文学社に電話をかけ」て,二十年近く前

の雑誌を見たいと申し出るが,結局,簡単な経歴がフ

ァックスで送られてきただけだった。実藤は,「作品

は,雑誌に掲載されただけで単行本にはなっていな

い。掲載誌を新文学社で保管していないとなれば,図

書館に行って,十八年前の『北斗』を探すしかないだ

ろう。時計を見るともう八時を過ぎていた。図書館は

閉館 している」(pp.92-93)と 考える。

実藤は,出版社の先輩社員から,水名川泉の作品が

『異端文芸』というような名前の雑誌に載ったことを

聞きだして,「守衛から鍵を受け取 り,社内の図書室

に向か」い,「参考図書のところに行き,古い雑誌目

録を取 り上げた。文芸誌のページをあけ」「五十音順

に並んでいるのを目で追ってい」き,作品が掲載され

た雑誌の「正しい誌名は『異端文学』」で「出版社名

は『蒼夜館』」であることを確認するが,「出版年鑑で

調べてみると」任l産 していた。この雑誌をみるには

「古本屋をあさる手もあるが,確率は低い。どこか保

存している図書館でコピーを取るのが確実だ」(pp.H6

-117)と 考える。しかし「大宅文庫の目録」にはな

く,「都立図書館の目録を見るがやはりない」「当たり

前だ。税金で得体の知れない雑誌を買うわけにはいか



ないからだ。が,一 カ所,税金で女性週刊誌からセッ

クス記事を満載 した青年誌まで集めている所がある。

選択の余地なしに,発行物すべてを保管 している現代

の阿房宮,国立国会図書館だ。愛想が悪いが確実に資

料はある」 (p.H7)と 国立国会図書館 を思い浮かべ

る。

翌 日,実藤は,「作家の調査代行だと偽 り,国会図

書館に向か」い,水名川泉の名前を検索すると,四件

出てきた。「請求票に必要事項を記載 して列に並ぶ。

待つこと三十分余 りで,問題の雑誌四冊が目の前に積

み上げられ」「コピー請求票にページ数を記載 して ,

再び列に並」び,「 分厚いコピーの束を受け取 るま

で,一時間ほどかか」 (pp.H8-119)っ たが,近所の

喫茶店でそれを読みはじめる。その結果,水名川泉自

身や,そ の作品の内容 0舞台に関連がありそうな事実

について調べようと「実藤は,大宅文庫に電話をかけ

た。今から七年から九年前の宗教がらみの殺人,あ る

いは暴行事件の記事を探 してほしい,と 依頼」 し,場

所は作品の舞台の青森県に限定 した。「資料がフアツ

クスで届いたのは,翌 日だつた。全部で四件あった」

が,決定的な情報は得 られず,「電話一本で問い合わ

せようというのが,虫がいいのかもしれない」(pp.121

-122)と 感じた。

「実藤は,社内にある図書室に行った。オンライン

端末の前に座 り,新聞記事のデータベースにアクセス

する。範囲を宗教と事件に絞 り込み,さ らに地域指定

は青森県から東北全体に広げ」 (p.122)て ,記事を追

っていき,作品に関連のありそうな,身元不明の遺体

発見という記事をみつける。この遺体は,作家のこと

ではないかと推理するが,結局これは水名川泉ではな

かった。

実藤は,友人で水名川泉と同じ大学出身の人物を思

い出し,電話で話すうち,水名川作品の内容が,下北

地方に関連があることに思いいたり,恐山まで出向く

が,すでに冬季の閉山期間になっていた。山門の周囲

を歩 き,「 むつ市内に戻つたのは,四時過ぎだつた。

ドライバーに郷土博物館か,図書館はないか,と 尋ね

ると,博物館はないが,図書館ならあると言って,高

台にある公園に連れて行かれた」「高台の一隅に,古

びた木造建築が建っていた。スリッパに履き替えて中

に入ると,司書らしい男が,一 人コピーをしている。

人気はなく,狭い室内は,静まり返っていた。実藤は

司書に挨拶 し,名刺を差 し出した。五十がらみの男は

館長だつた」「恐山や下北半島の民間信仰についての

資料を見たい,と 申し出た。館長は,郷土資料コーナ
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―に実藤を案内した」 (p.154)。 「とりあえず 目指す所

をコピーし終え,実藤は一般書の棚を見た。町の図書

館らしく,小説と児童書などを中心に揃えてある。予

算がないのか,新刊本は,ご く少なく,どれもが四隅

がす りきれた名作や十年前のベス トセラーの類だ」

(p.156)。 前半にでて きた「文壇の大御所,三 木清

敦」の本があり,そ の本には,「『むつ市立図書館様

三木清敦』」とサインがしてあった。館長に尋ねると

「『調べ物をされたい,と おっしゃって』『コピーをと

ってさしあげました』」 (p。 157)と ,むつ市の図書館

に,有名作家の三木清敦が来館 していたことがわか

る。「実藤は,そ の章をコピーした。図書館を出たの

は,閉館間際だつた」「急行八甲田の座席に座ると
,

実藤は図書館でコピーしてきた文献を取り出した。す

ぐに気づいたのは,先程は気づかなかった文章の一カ

所に線が引いてある事だった。元 ,々薄 く鉛筆で引い

てあったのだろうが,コ ピーする事で鮮明になったら

しい」(p.158)と あり,何者かが自分と同じ資料を参

員負していたことがわかる。

ほかに,雑誌を紹介するところで「『ヴイップ』は

書店売りしていない。通信販売のみで扱い,購読者を

年収一千五百万円以上,大手企業の部長クラス以上に

絞った,ビジネスと人事に関する情報誌だ。つい最近

も,下級公務員と公立図書館からの購入申込みを断っ

たばかりで,徹底した差別化をはかっている」(pp.199

-200)と の表現がある。

05。 「コンセプション」『愛逢い月』1994つ 所収

編集者である正木の妻は,悪性腫瘍で一年もたない

と宣告された (p.79)が,ホ スピスで「盲人のための

点訳を始めた。訳本が出来上がっていくのを楽 しみ

に,タ イプを打っている」(p.100)と いう。

06.『夏の災厄』 1995距

「東京郊外のニュータウン」(文庫本裏カバー)埼玉

県・昭川市で,日 本脳炎に似た症状の病人が発生す

る。その事件に関係して,真相を探り,事態の解決に

むけて行動する人物が,情報を収集しようとする。

メインキャラクタのひとり,医師の「鵜川日出臣

は,小柄なせいもあって四十五という歳にはみえな

い」(p.43)人物で,薬の副作用について新聞に告発

して大学を追い出され,信州の無医村やパレスチナで

活躍した。帰国してある NGOに所属し,イ ンドシナ

の難民キヤンプで医療活動をするはずだつたが,過去

の経歴を理由に旅券の発給を拒否された (p.262-
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265)と いう経歴であることが紹介される。彼は,今
回の病人発生が,生物兵器によるものである可能性を

考え,市民団体に情報を流したところ,そ れが新聞に

とりあげられ「『アメリカのある民間医療ネットヮー

クから重大な情報を得ることができた』」 (pp.273-

274)と いう。日本脳炎に症状が似ていることから
,

鵜川は,そ のウイルスを研究している,ア メリカ国防

総省について調べ,あ る訴訟で「『国防総省は,今ま

で秘匿しておいた計画の一部を公開せざるをえなく

な』」 り,兵器として,効率的かつ制御可能なウイル

スを作:る ことになったことを知る (pp.250-251)。

さらに,「 鵜川は別のコピーを取 り出した。今度

は,日 本語だ。文書の右上に,『週刊 エコノミージ

ヤーナル』とある」この雑誌は,昔は硬派の報道誌だ

つたが,バブル時代に部数を伸ばし始めてから中身が

おかしくなったといわれているが,「『これは五年前に

発行されたものなんだけど,めずらしく良心的な記事

だ。きようの午後,県立図書館からコピーしてき

た』」「問題の記事は,『アメリカ細菌戦争計画に加担

する厚生省,予防衛生研究所』と題されたものだっ

た」 (pp.253-254)と いう。「鵜川は公衆衛生図書館に

問い合わせ」「検索してもらった結果」「彼の考えたよ

うなこととは無関係であったことを確認 した」「鵜川

は,手の中の分厚い英文の綴 りを見下ろした。アメリ

カの医療ネットヮークにテレックスを送るより先に
,

東京にある専門図書館に問い合わせるべ きだったの

だ。いくら切羽詰っていたとはいえ,雑誌記事を鵜呑

みにして裏も取らずに動いたことを後悔 したが遅い」

(pp.278-280)と 感 じる。

その後 も,「鵜川は最近では頻繁に東京の公衆衛生

図書館に足を運んでいた。保健所や行政機関の設置 し

た委員会のマニュアル通 りの疫学調査からは,何 も出

てこない」と彼には思え,「 アメリカの大学から出さ

れた膨大な量の報告書や日本の学会誌」「WHoの 資

料」「年次報告書」「ウィークリーレポー ト」などを調

べるが,有力な情報は得 られない。「コンピュータ端

末を操作 し,こ こ十年の」「情報を検索 した」。「対象

文献の範囲は,学術論文や公式レポー トだけでなく,

海外の新聞雑誌報道まで含めた。 しかし件数が多すぎ

エラーになった」。「疾患を中枢神経系のものに絞 り込

む。五分近 くかかって,四百を超す文献が表示 され

る。さらに同じ時期,同 じ場所で発生 したものを一括

りにして」リス トアップし,そ の文献をみてい くと
,

「さほど重要視 していなかった薄っぺ らな情報誌に
,

奇妙なひっかかりを感 じ」て,イ ンドネシアのある地

域での病気の流行が,今回のこの昭川市での流行に酷

似していることに気づく (pp.348-350)。

「鵜川はコンピュータ端末に向かい,地域をインド

ネシアに絞り込み,こ の時期の伝染病発生の情報を検

索する」が,情報は限られ,関係なさそうにみえる。

「公衆衛生図書館を出た鵜川は,そ の足で渋谷に向

か」う。「アセアン医師連絡会議という若手医師で構

成されるNGOの本部」で,三十人足らずの「日本各

地に散らばった医師たちは,互いにパソコンやファッ

クスを使い情報を交換」している。「鵜り||が現地情報

を検索させてくれ,と 言うと,受付の事務員は快 く本

部事務室へ案内してくれた」。「鵜川は端末の前に座る

と,先程公衆衛生図書館で行なったのとおなじよう

に」検索する。「目指す情報に行きついたのは,一時

間も画面にはりついた後」で,「鵜川は,院長に丁寧

に挨拶 し,勝手にパソコンを使ったことを詫び」る

と,「『使用料は高いぞ』と」(pp.352-354)言われる。

「鵜川はコピーした大量の資料を抱え,そ の足で保

健センターに向か」い,「問題の文書をパソコンネッ

トで大学の研究室や大病院に流し」たが,「 ただしど

こかで拾い上げられ有効に利用してもらえる可能性は

低い」(pp.366-368)と 感じていた。

もう一人のメインキャラクタである,小西誠は,昭

川保健センターの「二十代の独身男性で,正職員」で

あり,パートタイマーの女性職員を管理しているが,

使いこなせば一人前,なめられるのはまずいが,嫌わ

れたらやっていけない,と いう状況にある (p.18)。

小西は,大学付設の病院内の老人科の医局図書室に

ある『大東亜共栄圏構想における南方の伝染病と公衆

衛生』 とい う本 を持 ち出す こ とを依頼 され る

(p.433)。 「図書室は,三 階と四階の階段の中途の部

屋」で,「広いが天丼の低い奇妙な部屋だ。窓をつぶ

すような形で,背丈の高い本棚があ」った。目指す本

はすぐみつかり,「書名の金箔がすっかり剥げ落ち,

変色した表紙の上に文字が窪んでいるだけ」の本で
,

「現代史の研究者ならともかく,医学を専攻するもの

なら決して手に取らない本。そして整理するときに

も,タ ブーか何かのように,だれも捨てようとは言い

出さない類の本」だった。「大型の英和辞典程の大き

さの本を書架から引き抜く。埃にまみれて,ざらつい

た手触りだ。何度か修理された跡のあるぼろぼろの箱

から,そ っと取 り出す」と,「茶色に変色した紙に旧

漢字,旧仮名遣いが並ぶ目次の後ろのページから,中

身はまとめて切り取られていた。その空間に発泡スチ

ロールの枠に入った何かが収まってい」て,「それを
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小脇に抱え,電気を消して廊下に出た。そのとたんビ

ーと鋭い音が中でした。青ざめて再び中に入る。音は

鳴り止んだ。再び出ようとすると,再びイ可かが鳴り出

す。理由はすぐ分かった。本にセンサーがついている

のだ。高い医学書を持ち出したきり返さない不埒な者

がいるのだろう。しかるべき貸し出し手続きをとらな

いと,警告音がなる仕組みになっている」。「持ち出さ

なければならないのは,こ の本ではない。つまり中に

隠されていた発泡スチロールに収まつているものだ。

急いで箱から本を抜き,中身を取り出し白衣のポケツ

トに入れ,本は書架に戻す。そのまま飛び出したが,

はたして今度は何も鳴らなかつた」(pp.437-439)と

いう。

小西が「大学病院の医局から盗み出したものは,一

巻のマイクロフイルム」で,小西が持ちこんだそれを

鵜川は「プロジェクターにかけてハードコピーを取っ

た」が,内容はワクチンの製法に関するデータだけ

で,ウ イルスの兵器化には触れていない (p.441)。

「走って五分のところに市立図書館がある。裏日か

ら入った小西は,そ この電算室に飛び込んだ。小西と

同期入庁の司書が一人,コ ンソールの前で,データの

入力をしていた。『ばたばた走り回らないでよ。ほこ

りが立つから』画面から目を離さず,女性司書は叫ん

だ」「『あの,ち よつと』司書は化粧気のない無愛想な

顔をあげた。『なんだ。センターの小西君かあ』『悪い

けど,新聞検索,一件たのまれてくれないかな』司書

は,片手でキーボードを叩いて,検索画面に切 り替え

た。『何新聞 ?』 『とりあえず,朝 日新聞』」と小西

は,発行年と,キ ーワード・ジヤンルを掛け合わせて

検索してくれるよう依頼する。「『これオンラインなん

だから,ア クセスするの高いのよ』司書は仏頂面で
,

画面をスクロールさせる。『同じ役所なんだから,い

いじゃん』『予算は別々でしようが』」と言われる。朝

日新聞にめぼしい記事はなかったが,経済紙の方にあ

り「『これだ』ノJヽ 西は画面を叩いた。『振動与えない

で』と司書の声が飛ぶ。『ハードコピー,取る ?』 『も

ちろん』記事のコピーが印刷機から滑り出してきた」

(p。 443-444) という。

一方,「小西が,図書館でみつけた新聞記事から新

事実につき当たったように,鵜川の方も,マ イクロフ

ィルムの中から新たな資料を見つけ出していた。何も

映っていないように見えたフイルム後半のラスト近く

に極めて簡潔に書かれたブンギ島民全減の記録があっ

た」(p.456)と ,イ ンドネシアの一地域の出来事と結

びつく。

文学 。文化編 (2010年 3月 )

小西は学生時代のサークルの名簿から,生物学専攻

で,巻貝を専門にして大学に残っている人物に電話を

かけて調査を依頼する。「パソコンのデータベースを

使って調べてお く,と 約束 した。電話の音に叩き起こ

されたのは,夜中の二時半過ぎのこと」「『今,お もし

ろいことがわかつたから,す ぐにメールを送るよ。ID

教えてくれ』」「研究者の生活時間というのは,サ ラリ

ーマンとは若干ずれているらしい。『ちょっと待っ

て,パソコン持ってないんだ。フアミコンならあるけ

ど』」と言って,そ の場で,電話で説明 してもらう

(p.513)。

事件の舞台 となる埼玉県・昭川市は,「 人口八万六

千人」 (p.72),「 私鉄特急」で「四十三分かけて東京

に」出られるので,「二,三十年前まで農林業の町だ

つた昭川は,今,都心へのベッドタウンに様がわりし

ていた」(p.81)と いう土地である。

その中で「元は山村であった窪山町」に「山を切 り

開いて作った若葉台住宅」 (p.73)は ,「食料品店は中

型のスーパーマーケットが一軒」あるだけで,市街地

から小型の トラックでやつてきていたが,病人が出た

ことで「やってくるのは,地区の移動図書館車ばかり

である」(p.136)と いう状況になったことが示される

場面がある。「混合自然林」「浮島のように若葉台住宅

はあ」 り「森の中の清閑な住宅地」である一方,「正

面に落ち込む谷を隔てて,小 さな集落がある。窪山町

である」 (p.137)「 窪山のほうは,道路整備は遅れ ,

トイレは浄化槽で,バスは日に数本しかなく,移動図

書館車も健康診断車も来ない」(p.145)と いう状況で

あることが説明されている。

07。 「フアンタジア」『死神』1996"所 収

富樫由梨江は,「大学を卒業 し,五年間の図書館勤

務を経て,福祉事務所の保護係に来て丸一年。学生時

代に抱いていた『社会福祉』のイメージと,現実の修

羅場 とのギャップに,そ ろそろ慣れてきた」 (p.269)

という状況にあつた。かつて愛読 した,作家の「秋元

碧先生。中学から高校にかけての五年間,由梨江の本

棚の一角をしめていたのが,こ の人の本」であった。

本名「佐藤妙子,職業・作家。そ してペ ンネームは

『秋元碧』」を,ケ ースワーカーとして担当する (pp.274

-275)。 由梨江は「市役所の就職面接では『何の仕事

をしたいですか ?』 という質問に,迷 うことなく『図

書館で児童奉仕の仕事をしたい』 と答えた。少女時代

に多 くの夢を見せてくれた秋元碧への思いは,確実に

生きていたように思う」(p.277)と 感 じていた人物 と
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して描かれている。

08.『 カノン』 199610)

小田島正寛は,東大,法学部の三年生だが,「一人

で勉強しているとだらけるけど,図書館の閲覧室にい

くとけっこう一生懸命やるじゃないか」 (p.47)と 発

言する場面がある。

また,故人の遺族が,四千冊もあった図書を図書館

に寄付する (pp.246-247),大 きな山小屋の穂高岳山

荘には図書館まで揃っている (p.382)な どのエピソ

ー ドもある。

o9。 『ゴサインタンー神の座 一』1996H)

東京の神奈川県境に近い H市 にある,結本家は
,

江戸時代の名主で,明治期には生糸で成功 し,戦後の

農地解放や,バブル崩壊による地価下落の後も「結木

家の資産は市でも,一 ,二 を争 う」 (p.H)ほ どだっ

た。結木輝和 は「この十月で四十になる」 (p。 15)

が,そ の父親は,中学校長から,市議会議員,市議会

議長を務めたが,四年前脳血栓で倒れ,半身不随にな

っている (p.9)。

結本家に関する過去のできごとについて,「今から

二十年近 く前,ま だ輝和が学生だった頃,地元にある

大学の経済史の研究者が,結木家を侮辱する記事を郷

土史雑誌に発表 したとして,怒った父が出版元に回収

を申し入れたことがあった。その雑誌のスポンサーが

たまたま結木家と関係の深い地元の信用金庫だったた

めに,即座にその号は回収されたが,どんな内容だっ

たのか,輝和は知 らない」 (p.231)。 その事件につい

て調べるため,「輝和は市役所の市政資料室に向かっ

た。輝和がその部屋に入っていくと,嘱託の女性司書

が愛想よく挨拶 した。市の行なう教育・文化行事のた

びに世話役 としてか り出されるため,輝和はこの職員

とは顔見知 りになっていた」。そこで「『今日は何をお

調べになるんですか』中年の女性司書は,カ ウンター

の中から出てきた。『うちのこと』 と輝和はぶっきら

ぼうに答えてか ら,書 架の方に行 きかけた司書 を

『あ,い い よ。 自分で探すか ら』 と止めた」。 また

「『お父さまの追悼集か何か出されるんですか』こちら

を振 り返って,司書は尋ねる。『ええ………まあ』」とい

うや りとりがある。「市政資料室には,直接市政に関

することとは別に,郷土史関係の文献が置いてある。

公文書や商業出版物はもとより,学校や個人の手によ

つて書かれたあらゆる文書,公民館で行なわれた成人

講座の講義録から,児童の作文まであった」。「輝和は

カウンターに行き,そ の雑誌のことを尋ねた。『もう

こちらにないんですよ』司書は,す まなそうに答え

た。『こちらにない,と 言うと ?』 その雑誌は,半年

前に全巻,市の郷土資料館に収蔵替えになったとい

う。『郷土資料館に行けば,あ るわけね』と輝和は念

を押 した。『少し待ってください。 もしかするとまだ

整理が終わってなくて,閲覧できないかもしれません

から。今,確認します』司書はガラスの衝立で仕切ら

れた事務室に入り,電話をかける」。「司書が電話を終

えて戻ってきた。『大丈夫。郷土資料館の閲覧コーナ

ーの方に,全巻揃っているそうです』司書は微笑して

言つた。礼を言つて輝和は市政資料室を後にし,郷土

資料館に向かう」(pp.231-233)と ,調べたい雑誌は

図書館から資料館へ移管されていた。

輝和は,「校倉造りを模した小さいが洒落た建物の

階段を上がり,展示室の奥にある事務室の扉を開け

た」「奥の机の前に座っていた館長が,さ っと立ち上

がり駆け寄ってきた。『どうもこのたびは…』と腰を

折って丁重に挨拶する。若い学芸員が,書類から目を

上げ,そ の様を一瞥して肩をすくめた」。「輝和は郷土

史雑誌を見せてくれるように館長に頼んだ。館長が自

ら輝和の指定した雑誌の号を探しに行っている間,今

度は年配の学芸員がやってきて,『実は,折 り入って

お願いなのですが』と丁寧な口調で切り出した」。「雑

誌を数冊抱えて,館長が戻ってきた。中の一冊はコピ

ーの綴 りだった。『出版されてすぐ回収された号でし

てね。本誌がなかったものでたまたま持っていた市民

のお宅にうかがってコピーさせていただいたものなん

ですよ』『見せてください』館長の説明を遮るよう

に,輝和はその綴りに手を伸ばした」 (pp.234-236)。

この施設では「総白髪の老人が立っていた。この資料

館で参考 (レ ファレンス)業務を行なっている田中と

いう資料館ボランティアだ」。「退職して二十年が経っ

た今,こ の町では熱心な郷土史研究家として知られて

いる」その人物に「『そんなもの読むよりも,お 宅の

蔵の中の文書を見た方がよほど有意義ですよ』」「『本

当のお宝は,あ んた「結木家文書」ですよ』」「『中身

を見て,内容を私に教えてくれないですか』」 (pp.240

-242)と 輝和は言われる。

10。 『女たちのジハード』1997ロ

浅沼紗織は,私立のいわゆる一流校出身 (p.45)

で,一般職から「総合職にうつり調査部門で働くのが

夢」(p.152)だ つたがうまくいかず,二十五のとき

に,退職して,ロ サンゼルス郊外の大学附属語学学校
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に留学 (p.383)す る。

留学先では,「授業終了後,部屋に戻 らず図書館に

行 くようにしていた」「宿題をこなすのに図書館へ通

いつめ」 (p.386)て いたが,日 がたつ と,「 午後から

の自由時間を図書館で宿題をして過ごす学生の数も,

めっきり減ってきた」(p.394)と いう状況になってい

ったことが示されている。

H.『ハルモニア』 1998い

東野秀行は,音大の器楽科を「卒業 してから九年」

(p.35),演奏活動のかたわら,「精ネ申障害者のための

社会復帰施設」で「臨床心理士の行なう音楽療法の補

助として,チ ェロを弾いて聞かせ」ている (p。 7)。 そ

こで出会った入院患者の少女の状況について調べるた

め,専門図書館を利用する。「目黒にある精神医学関

係の資料を集めた専門図書館に向かった」「ビルのワ

ンフロアにある小さな図書館の入 り口で,『指導員助

手』 という身分証明書を見せると,す ぐに入館と閲覧

を許可された」「そこは専門図書館 とはいっても蔵書

の幅が意外なくらい広かった」。そこで,少女の担当

医師の名前を手がか りに「東野は,一般利用者のコン

ピュータ端末の前に行 くと,著者名検索のモー ドにし

て『フカヤノリコ』 と打ち込んでみた。半信半疑だつ

たが,二冊の書名が CRTに 表示 される。いずれも共

著で,深谷はその中の一章を受け持っているにすぎな

い」「分類に従って書架に行 くと,目 指す本はす ぐに

見つかった」「東野は本の奥付を見た。出版年は十五

年前だ。奥付の上部に短い著者紹介がある」 (pp。 159-

161)。 そこで,医 師の出身大学へ「図書館の廊下のは

ずれにある公衆電話から,R大学の学務課に電話をか

け」事情を尋ねている (p。 161)。

12.『 弥勒』 1998‖

永岡英彰は,大学で西洋美術史の助手を四年,地方

美術館勤務,を 経て,現在は,T新聞社の事業部員と

なって,展覧会などの企画などを手がけている (pp.14

-16)。

海外のある「パスキム」という場所について調べよ

うと「最上階の事業部に行かず,三階にある情報サー

ビスセンターに向かう。各種出版物の見本の並ぶフロ

アを抜けて,ド アを開けるとコンピュータ端末とフア

イルが並ぶ検索室になっている。十時を回つたばかり

で,内部に社員の姿はなく,ア ルバイ トの女性が一

人,資料の整理をしていた」「永岡は,一台の端末の

前に座 り,検索画面を勝手に立ち上げた。ここ一年ば
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か りの記事のデータベースの中から,『パスキム』あ

るいは『カター』 という単語の入つた記事を探す。記

事は二つあった」「パスキム解放戦線による小規模テ

ロや外国人の強制退去などについては,記事にはなつ

ていないのだ。これは永岡が予想 したとお りだ」(pp.58

-59)。

そこで,こ んどは,外信部に内線電話をかけ,ボツ

記事について聞くが,自 分で支局か契約通信社にあた

るように言われ「事業局や出版局は,社内では傍流」

「何かするとき,編集局の,特に記者の協力は必ずし

も得られない」と感じて,直接,ニ ューデリー支局に

電話する。契約している AP通信のデータでひっかか

るかも,と 考え,「部内のコンピュータを使い,海外

の通信社数社のデータを検索してみた。パスキムに関

する政治情報は,果たしてあった」「しかしそれらの

情報は,いずれも無視され,記事にならずに捨てられ

た」(pp.60-61)と いうことだった。

永岡は「パスキム美術展の企画を練る」「公立美術

館では,美術展の企画はまず先輩の学芸員に話し理解

を得ることから始まった」「民間企業である新聞社で

は事情が違う」「4固 人の企画をすぐに上司に上げるこ

とができ,根回しや煩雑な手続きがいらないのがあり

がたい。ある意味で個人主義的な仕事のしかたを許容

する空気がそこにはあり」「インターネットを使っ

て,海外からも情報を取り寄せ,一週間のうちには
,

基本コンセプトから予算に至るまでの,企画書の草案

がまとまった」 (pp.64-65)。

13.『妖櫻記』2001い '

若桑律子は,女流作家の秘書していた人物 (p.9)

で,「中世文学を専攻した律子は」「大学の研究室で助

手をしていた。その博識と古典解釈の確かさには定評

があり,そのまま大学に残っていれば,一級の研究者

になっていただろうと言われて」(p.19)い た。ある

時,「突然,律子が社に現れた」「用件は,紹介状を書

いてもらうためだった。ある大学の図書館にある本を

利用したいのだと言う。公立図書館と違い,大学図書

館の本を部外者が閲覧する場合,紹介状が必要にな

る」「紹介状の様式を取り出してコピーしそれに若桑

律子の名前を書き込み,席をはずしている田村の印鑑

を勝手に押した」(pp.224-226)「『ある程度,イ ンタ

ーネットで対応できる部分もあるんですがね,古文書

も必要なので』」(p.226)と いうことであった。



14.「観覧車」『秋の花火』2004耐 所収

(「 観覧車」の初出は 1997)

図書館に勤務する 30台の女性職員がメインキャラ

クタとして登場するこの作品については,別 に論 じ

た。

15。 『讃歌』200617)

小野は,「教育や社会問題を扱ったドキュメンタリ

ーや報道番組」を手掛ける,映像製作会社のディレク

ターである (p.8)。 知人から紹介された,演奏家「柳

原園子」について関心をもち,イ ンターネットで検索

すると,コ ンサー ト情報やファンの日記が出てくる

(p.10-11)。 新聞記事の検索では「新聞社のホームペ

ージで見られる,こ こ数年分の記事に柳原園子の名前

はなかった」ので,新聞社の資料室にいっている部下

に新聞社のデータベースで調べてくれるよう頼む。

「新聞社の方でも,記事がデータベース化されている

のは,こ こ十五,六年分だけでそれを見たかぎり『柳

原園子』の記事はないことを知らされた。後は縮刷版

で追うしかない」と考える (pp.29-30)。 都立図書館

で新聞縮刷版を調べるが,手がかりが少なく,縮刷版

を調べるのは容易ではない。

小野は,水島という,ADで大学ラグビー部出身の

部下に依頼し,「半日かかって彼は,都立図書館でそ

れらの記事をコピーし,さ らに大宅文庫にも足を延ば

して雑誌の記事も合わせて持ち帰ってきた」 (p.57)。

小野が,番組で紹介した「柳原園子」の放送された経

歴に疑間が生じ,一九六八年の音楽コンクールでの受

賞について,「 あまり昔のことなので,新聞社のデー

タベースにもなく,小野が縮刷版で確認し」さらに
,

コンピュータを立ち上げ,国際音楽コンクール関係の

サイトを見る (p。 150)。 その後,音大出の神田という

部下に相談し,神 田が音大時代の恩師に電話をかけて

確認する (p.152)。

16.『仮装儀礼 上』2008蟷 )

鈴木正彦は,安定した都職員を退職し,ゲームブッ

クを出版しようとするが結局うまくいかず,「三十八

歳で失った男は」「図書館で時間を潰」す (p.15)と

いう生活を余儀なくされる。

『仮想儀礼 下』2008

鈴木正彦は矢口誠に,数枚のコピーをみせられる

が,それは「総会屋系の地域情報紙」で「主に地元の

政財界,行政に関する人事消息が,家族の冠婚葬祭な

ども含めて,詳細に掲載されて」おり,「 国会図書館

でコピー してきたものだという」

た。

図書,雑誌,新聞などはス トーリ

が,調査 目的で図書館を利用するこ

に入手 している。

21

(p.213)こ とだ つ

―の中にでてくる

とはなく,個 人的

17.『 薄暮』2009助

橘は,芸術誌 『美苑』の編集を長年担当 していた

が,売れ行 き不振から廃刊 (p.4)と なり,富裕層の

ためのプレミア誌 『清風』に異動 してくる。その雑誌

で,新潟県長岡市の郷土画家「宮嶋哲朗」をとりあげ

た記事に,読者からの好意的な反応があった。「社内

にある美術年鑑を見る前に,橘 はインターネッ トで

『宮嶋哲朗』を検索する」と,「十四件表示された。 し

か しほとんどが長岡市の広報類で,し かも重複 してい

るので,実際には三件 しかない。市の広報,図書館報

と美術館報だった」 (pp.6-7)。 一方,取材先に読者が

殺到 して混乱が生 じ,事態打開のため,橘は長岡まで

出向き,地元の美術研究者である林田から,「宮崎哲

朗」に関する,雑誌記事のコピー,を受け取る。その

後,宮崎の遺族との間に摩擦が生 じた際には,林田が

「宮嶋作品について連載」 (p.48)し た,地方紙,新潟

日報の「新聞の切 り抜 き」を宮嶋の妻から,直接,見

せられる (p.127)。

また,橘 は,宮嶋の妻 との話にでてきた,「実相寺

宏直」という人物について,社の法務部で「最新の文

芸美術家協会の会員名簿を見」たり,「そこにあるコ

ンピュータでインターネットに接続 し,実相寺宏直の

名前を検索 してみる」 と「百件以上出てき」て,「銀

座にある有名な画廊のホームページで,そのプロフイ

ールが紹介されている」 (p。 162)。 調べる手段 として

まず,イ ンターネットが使われ,図書館に調べに行 く

というス トーリーはなくなっている。新聞 0雑誌の記

事 もでてくるが,それは個人が保存 しておいたものを

手渡す,と いうことになつている。

この他,地方と関係の深い画家の画集の販売先につ

いて「図書館や役所の議会図書室,資料室などでは郷

土資料 として複数,購入することが決まっている」

(p.190)が ,そ の出版後「市立図書館の小桑原分館

に,宮嶋哲朗コーナーを作 らせ」「絵を借 り受けて展

示 し,事実上の美術館 として機能させるべ く教育委員

会の方にも根回 しをしている」 (p.289)と いう。ま

た,「宮嶋哲朗記念館」について,「取 り壊 しの予定さ

れていた旧商工会議所が改築され,図書館の小桑原分

館」「なども入つた複合施設に生まれかわり,そ の一

佐藤 毅彦 :図書館員出身作家のメンタリテイ その 2 篠田節子のケースについて



22             甲南女子大学研究紀要第46号

階部分に作られる」(p.425)な どの,後 日談も紹介さ

れている。

ほかには,林田という人物については,画集出版後

の活躍ぶ りについて,「『最近じゃ市の図書館協議会委

員にも名前を連ねています』」 (p.310)と いう部分 も

ある。

3.篠田作品の登場 人物 と図書館

経年変化 と最近の傾向

ストーリーに多く「図書館で調べる」登場させてい

た篠田節子の作品群だが,時系列でみると,近年のも

のはそのパターンが変化してきている。

3-1 図書館を利用する人物の特性

『贋作師』1991では,四 十近い女性で,美術作品の

修復師,『ネ申鳥 (イ ビス)』 1993で は,図書館を訪れ

て調べものをするのは,三十二の女性イラストレータ

ーだが,男性作家が電話で指示している,『聖域』1994

では,三十近い男性編集者,『夏の災厄』1995で は,

四十五の男性医師,と ,二十代独身男性で,教育委員

会正職員,『 ゴサインタン』1996で は,地方都市の名

家,四十才の未婚男性,『ハルモニア』1998では,三

十前後の音楽演奏家で精神医療の治療補助をしている

男性,『弥勒』1998は ,四 十代の男性で,新聞社の事

業部員,『妖櫻忌』2001は ,作家の秘書をしていた女

性,『讃歌』2006は ,映像制作会社の男性デイレクタ

ー,『薄暮』2009は ,五十代の男性雑誌編集者,と な

っている。

社会の中枢をなしている,三十から五十代の人物

が,調査目的で図書館を利用しているケースが多 くの

作品にみられる。また,人物の背景として,知的な要

素が強い職業についているという設定が多い。

3-2 図書館での利用行動・調査内容

『贋作師』 1991では,美大の資料室で,日 本洋画界

の大御所 とされる人物について大衆雑誌をみて,さ ら

に,雑誌専門の図書館で,表紙の色あせた週刊誌など

を閲覧し,コ ピーをとる。駅前の図書館では過去の事

故について,新聞の縮刷版をみるが,みつからず,地

方版のマイクロフイルムを司書に紹介され,コ ピーを

とる。『神鳥 (イ ビス)』 1993で は,青梅の図書館の

郷土資料コーナーには関連資料が少なく,カ ウンター

で地方情報を中心に扱っている出版機関を紹介 され

る。『聖域』 1994では,出 版社内の図書室で,古い雑

文学 。文化編 (2010年 3月 )

誌 目録を見て,かつて刊行されていた雑誌のタイ トル

・出版社を確認 し,出版年鑑でそこを調べると,倒産

していた。その雑誌について,大宅文庫・都立図書館

の目録をみてもないので,国立国会図書館で検索 し
,

コピーをとる。むつ市の図書館を訪問し,郷土資料コ

ーナーでコピーをとる。また,新聞記事のオンライン

データベースを利用 して,小説の内容に関係ありそう

な事件の記事を検索する。『夏の災厄』 1995で は,鵜

川医師は,ア メリカにある医療ネットワークから医療

分野の専門情報を入手 し,県立図書館では,五年前の

週刊誌の記事をコピーしている。また,公衆衛生図書

館では,専 門的な学会誌,報告書,海外の新聞雑誌記

事などを,コ ンピュータで検索 して,目 的の情報に関

係 しそうな文献を探 し,アセアン医師連絡会議という

NPOの 本部では,海外の現地情報について,や は

り,コ ンピュータを使って,必要な情報を,自 らが検

索することによって,試行錯誤 しながら,入手 してい

る。教育委員会職員の小西は,市立図書館で新聞記事

のオンライン検索を,自 分と同期入庁の司書に頼んで

利用 している。『ゴサ インタンー神の座 一』 1996で

は,二十年前の郷土史雑誌を探 して,市政資料室へ出

向くが,すでに移管されてお り,郷土資料館へ行って

それをみる。『ハルモニア』 1998で は,精神医学関係

の専門図書館で,専門図書を検索 (著者名をカタカナ

で入力)し ,書架でそれをみつけて,閲 覧する。『弥

勒』 1998で は,新聞社の社内情報サービスセンター

で,記事データベースを検索する。『妖櫻忌』2001で

は,大学図書館を利用 しようとすると紹介状が必要な

ので,出 版社を尋ねてその発行を依頼する。『讃歌』2006

では,イ ンターネットで,人物情報を調べる。新聞社

のホームページでみられる,「 ここ数年分」の記事に

ついて検索を行い,新聞社にあるデータベースでは
,

「ここ十五,六年分」の過去の記事検索をするが,そ

こでみることのできる部分は年代的に限られたもので

あり,そ れより以前の記事について,都立図書館へ出

向き,縮刷版をみて確認する。『仮想儀礼 下』2008

では,国立国会図書館で,総会屋系の地域情報紙のコ

ピーをとる。『薄暮』2009で は,イ ンターネットで
,

人物情報を調べる。雑誌記事・新聞記事は,図書館を

利用することではなく,関係者から手渡される。

年代が新 しい作品になるにつれて,調査のための場

としての図書館の存在感は縮小 しているといえよう。

1990年代半ばから,すでにデータベースを利用する

人物が登場 しているが,近年の作品では,人物情報を

調べようとする際,ま ず,イ ンターネットで情報を入
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手 し,さ らにデータベース検索を利用 している。過渡

期の状況として,新聞社のデータベースで提供される

情報に年代的な限界があつたことも,『讃歌』2006の

ス トーリーでは示されている。最新作で,国会図書館

が使われているのは,業界紙のコピーという,イ ンタ

ーネットではアクセスが困難な情報や中小規模の図書

館では収集対象としていないような資料の入手につい

ての部分である。年代的に,後半のものでは,図書館

よりもインターネットやデータベースが情報源 とし

て,重要なものになってきている。

3-3 図書館員とその対応

い くつかの作品で,図書館員は,利用する人物に対

して,その情報入手について,援助をしている。『贋

作師』 1991で は,机を叩 く利用者に,静粛にするよ

ううながすシーンがある,ま た,新聞の地方版につい

てマイクロフィルムを紹介 している。『アクアリウム』

1993で は,同 じ教育委員会に所属する,顔見知 りの

職員に,開館時間外に,ビデオの上映を認める。『ネ申

鳥 (イ ビス)』 1993で は,地方資料を出版 している出

版社を紹介 している。『聖域』 1994で は,国立国会図

書館について,愛想が悪い (が,確実に資料はある)

との指摘がある。また,請求票を出して 30分待ち,

コピーは一時間待ち,と ,待ち時間が長いことが示さ

れている。大宅文庫は,出版社社員からの質問にフア

ックスで回答 している。むつ市の図書館では,「恐山

や下北半島の民間信仰」を調べたいとする利用者を,

郷土資料コーナーに案内している。著名作家のサイン

本について尋ねられ,資料の「コピーをとってさしあ

げた」ことを,後に訪れた出版社社員に回答 してい

る。これについては,プライバシーに対する配慮に欠

けているとみることもできよう。『夏の災厄』 1995で

は,市立図書館司書が新聞データベース検索に協力 し

ている,「 ファンタジア」 (『死神』 1996所収)で は
,

「図書館で児童奉仕」をしたいと志望 して就職市職員

が,現在はケースワーカーの仕事 を担当 している。

『ゴサインタンー神の座 一』 1996で は,雑誌の所蔵に

ついてたずねられ,ほ かの施設へ移管 したことを回答

している。また,郷土資料館では,ボランティアが
,

レファレンスを担当している。

3-4 特徴のある図書館や情報提供機関の情景描写

『贋作師』 1991で は,雑誌専門の図書館が存在 して

いることが紹介されている (『聖域』では「大宅文庫」

という具体的な固有名詞が使われている)。 『アクアリ

ウム』 1993で は,図書館で,ビ デオなど視聴覚資料

も扱っていることが示されている。『ネ申′鳥 (イ ビス)』

1993で は,図書館によつて地域資料の扱いに差があ

ることがふれられている。『聖域』 1994で は,国立国

会図書館は,「選択の余地なしに,発行物すべてを保

管」 しているが,「愛想が悪い」 し,目 的のものを受

け取って,コ ピーを申し込み,そ れを受け取るため

に,列 に並んだり,待つ必要がある必要がある,な ど

の状況が描かれている。また,大宅文庫に電話をかけ

て調査を依頼 し,フ ァックスで回答があったり,出版

社内のオンライン端末で,新聞記事データベースを検

索 している場面もある。さらに,むつ市立図書館は
,

「古びた木造建築」「スリッパに履き替えて中に入る」

「人気はなく,狭い室内は,静まり返っていた」「町の

図書館 らしく,小説 と児童書などを中心」「予算がな

いのか,新刊本は,ご く少なく,どれもが四隅がす り

きれた名作や十年前のベス トセラーの類」である,な

どといった,地方の小規模図書館の状況が具体的に描

写されている。『夏の災厄』 1995で は,登場人物の医

師が,自 らコンピュータを操作 し,多様な電子媒体の

情報源を検索 して,海外のものも含め,専 門的な,主

に医療関係の情報を入手 しようとしている様子が,く

りかえし出てくる。また,資料の不正持ち出し防止の

ための,ブ ックディテクションシステムが大学の図書

室に導入されている。『ハルモニア』 1998で は,著者

名で検索する際に,「 カナ入力」をしている。『妖櫻

忌』2001では,大学の図書館利用に紹介状が必要で

あることが示されている。『讃歌』2006で は,過去の

新聞記事の検索について,新聞社のホームページ,新

聞社内のデータベース,縮刷版,そ れぞれの収録対象

となっている年月に相違があることを前提 としたス ト

ーリーになっている。『薄暮』2009では,地方出版物

を地域の図書館が積極的に収集することがでている。

長谷部史親は,日 本のミステリに図書館を利用する

シーンが少ないことについて,1990年代の前半の時

点で,「 日本の図書館はややもすれば学術的な調査研

究機関としての機能と,読み物から漫画,ビデオ,CD
などを貸 し出す機能の二極に分化 している傾向があ

り,そ れ以外のたとえば社会生活全般に関する情報提

供機関としてあまり期待されていない」「か りに図書

館へ行っても,求める情報が得られないという意識が

定着 しているために,は じめから一般人の眼中にない

のである。小説は社会を映す鏡であり,も しも作中の

人物がたまたま近所の図書館を訪ねて,用意に情報に
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アクセスする場面を描いたりすると,現実味が薄いな

どと酷評 されかねない」 と指摘 していたがl,そ の

後, インターネットが普及したことによって,そ の状

況が変わってきている。図書館に勤務経験があり,自

らの小説に,図書館で調べる人物を多く登場させてい

た篠田節子の作品でも,近年のものでは,調べる手段

としては,イ ンターネットや,勤務先で契約 している

データベースが利用されている。国会図書館でマイナ

ーな雑誌をコピーしてきたヶ―スはあるが (『仮装儀

礼 下』2008),そ れ以外に図書館への言及はなく,

調べるための場所 としての比重は軽 くなってきてい

る。過渡的な状況として,新聞記事についてデータベ

ースから検索できる期間が一定年限に限定され,そ れ

以前のものは縮刷版でなくてはみることがで きない

(『讃歌』2009),と いう設定 もあるが,現実には,す

でに過去に遡っての利用が可能となっている。

図書館員については,30代 の女性図書館員が主要

な登場人物のひとりである「観覧車」1997(『秋の花

火』2004収録)は 別として,そ のキヤラクタ等につ

いて,く わしく書 き込まれている作品は少ない。就職

面接で「図書館で児童奉仕の仕事をしたい」と答えた

「ファンタジア」 (『死神』 1996収 録)の 「富樫由梨

江」,以外は名前 もでてこない。

図書館内での,利用者の調査活動に対 して,『贋作

師』1991,『神鳥 (イ ビス)』 1993,『聖域』1994,『 ゴ

サインタンー神の座一』 1996,で は,図書館員がなん

らかのア ドバ イスを している。『アクア リウム』

1993,『夏の災厄』 1995,で は,同 じ立場の公務員で

ある人物に,ち よつとした便宜をはかっている。2000

年代以降の作品では,図書館に関する記述が淡白にな

っているのとあわせて,図書館員の存在感も,希薄に

なってお り,『弥勒』 1998,『 讃歌』2006,『 薄暮』

2009,は いずれも,情報を入手しようと行動する場面

はあるが,図書館員は登場 しない。月ヽ説の登場人物

が,個 人的に電子メデイアを駆使して,自 分で検索 し

たり,個 人的な手段で情報を入手 しようとするという

行動をとっている。

4。 お わ りに

2006年 の教育基本法の改正をうけ,2008年 ,図書

館法も一部改定された。専門職養成にかかわる部分で

は,「大学における科 目」が設定され,そ れぞれの科

目の概要でも,『 これからの図書館像』で示されたよ

うな,従来から主流であった貸出サービス中心の利用

文学 。文化編 (2010年 3月 )

形態とは異なる,調査目的での図書館利用にきちんと

対応できる体制に適合できる職員の養成が目指されて

いるといえよう
P。

ただ,今回とりあげた,市の職員として,図書館に

も勤務経験のある篠田節子の作品では,初期の もの

に,何 らかの情報を必要とする登場人物は,ま ず,図

書館で調べようとするシーンがあった。こうしたキヤ

ラクタ設定には,自 身の体験 とともに,かつて勤務 し

た経験のある「図書館」という施設が,何かを調べる

ための機関として有用であ り,「図書館員」は専門的

知識をもち,具体的なア ドバイスができる存在である

ことを,読者にも気づいてほしいとの思いもその背景

にはあったのではないかと考えられる。

近年の作品でも,作中の人物が必要な情報を入手す

るため,何かについて調べようとする場面はみられる

が,そ こでは,必ず しも図書館を利用 して,と いうこ

とにはなっていない。個人で活用できる電子メデイ

ア,イ ンターネットのサイ トや契約 しているデータベ

ースを使って,と いうス トーリーである。図書館が図

書資料の共同利用の場という認識はあっても,利用資

格の点でも,使用料金の面でも,4国 人ではアクセス困

難な電子メデ イアを共同利用するための場,と いつ

た,現在の,大学図書館などにみられる状況は,今回

取 り上げた作品の中でも,2000年 以降のものには描か

れていない。

カリフォルニア大学バークリー校アジア研究図書館

日本部長である,石松久幸は,「今,ア メリカの大学

でライブラリアンと呼ばれる職業が絶滅 しつつある」

を『出版ニュース』に投稿 している。そこでは,近い

将来「個人単位の課金製で提供されるデータベース」

が増加 し,「無償で入手できる情報量」が増え「世界

的に行われている文化遺産のデジタル化」が進めば

「ライブラリアンの存在理由はなくなるだろう」 とさ

れている〕
。これは,現時点での,ア メリカの大学図

書館での状況を背景とした考察ではあるが,方向性と

して同じ変化が,時間的にはいます ぐに,と いうこと

でなくても,日 本において,ま た,公共図書館であっ

ても,生 じる可能性があるだろう。

図書館勤務経験があ り,新聞情報提供の電子化な

ど,情報流通状況の変遷についても一定の理解を有す

る,篠田節子 も,現代の,2010年 代を迎えようとし

ている,日 本を舞台とした自らの作品において,初期

の作品に見られたような,知的な職についている登場

人物が,何かを調べたり,情報を得るために,図書館

を活用するシーンや,図書館員がそうした利用者を援
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助したりする場面をストーリーに登場させることにつ

いて,「読者がリアリテイを感じない」と考え,それ

を回避しているといえるのではないか。199o年 代前

半までの作品では,図書館で調べものをする登場人物

や,そ のための情報源,そ うした場面で利用者に対応

する図書館員が他の作家の作品以上に出てきている。

その後,情報流通や一般的な個人が何かを調べるため

の環境が変化 し,と くにインターネットの普及をヘ

て,現在では,調べるための情報源としての図書館に

ついて,図書館の勤務経験のある作家でさえ,あ るい

はそうした背景の作家であるからこそ,図書館に対す

る醒めた見方になっているのではないか。そうしたこ

とを考えると,調査目的での利用者を重視するような

方向性を示していくだけで,図書館の活性化が実現さ

れるのか,と いう疑問も生じてくる。

江

1.は じめに

1)読売テレビ『LOVE GAME』 公式サイ ト

(http:〃 wwwoytvocojp/1ovegamc)

読売テレビ DVD『LOVE GAME』 Vol.1～ Vol.4(第 1

話～最終 =第 13話 ),Special Disc(特 典映像)+DVD
封入特典ブックレット28p

2009年 4月 ～7月 に,木曜 ・深夜 (23時 58分～24

時 38分 :放映日により時間は異なる)に放映された
,

1回 40分間 (CM放映時間を含む)の 『LOVE GAME』

は,「恋愛に関する究極の課題をクリアすれば 1億円支

払われる」 という設定で,各回ごとにこのゲームの対

象に選ばれた人物が登場する,一話完結のシリーズ ド

ラマであった。7月 2日 に放映された,第 H話「三股

男,一 週間後の彼の誕生 日に独 り占めで きた ら 1億

円」では,「 司書の内田明日美 (馬渕英里何)は」自分

のつ きあっている相手に「他に女の影を感 じ,猜疑心

で悶々としていた」が,実際に彼がつ きあっている他

の二人の女性 と対面 し「自分には若 さもお金 もないこ

とに引け目を感 じ」て,事実ではない妊娠 を回実にし

て,状況を好転 させ ようとする。メインキャラクタで

ある「内田明日美」は,「図書館司書。28歳。控えめな

性格で恋人に尽 くすタイプだが,独占欲が人一倍強い。

ミステリー好 きで,妄想癖がある」 と紹介される女性。

図書館のシーンは,書庫内での登場人物ふた りの対話

や,閲覧室 と思われるスペースでの女性図書館員同士

のや りとり,な どがあるのみで,ス タッフやコス トの

関係 もあるのか,図書館の利用者はまった く画面には

登場 しない。

この回以外では,第 4話の「高校英語教師」は,「一

見真面日で堅物」「内側にはインモラルな面」もある人

物 とされ,高校生がス トーリーに絡むこともあって
,

教室や学校内の場面で数十名の男女高校生が画面に登

場する。第 5話の「保育士」は「愛情深 く尽 くすタイ

プ」で「 ミュージシャンを目指す恋人を支える」 とい

う設定で,冒 頭の部分で園児が数名映るが,そ の後の

ス トーリーでは,場所として勤務先の幼稚園が出てく

るのみで,園児は映らない。第 13話 の「弁当屋のパー

ト店員」は「恋人に夢を叶えさせてやりたい」と「尽

く」す, といった,いずれも女1生 キャラクタが『LOVE

GAME』 の対象として,登場している。

なお,第 H回 の「撮影協力」として,「 共立女子大

学」が終了時にテロップで表示され,図書館でのシー

ンはこちらで撮影されたと思われる。書架から図書を

払い落とすシーン (CMな どはカットされている DVD
Vol.4の 開始から20分 38秒付近)を コマ送り再生する

と,さ いごにおちていく 1冊 に「共立女子大学図書

館」の文字が,バーコードの上に表示された,ラ ベル

が張られているのが確認できる。

番組放送当日,新聞のテレビ番組紹介ページ (「 きょ

うの番組 2日 」『朝日新聞』2009。 7.2,p.25)で ,『LOVE
GAME』 について,数行程度の紹介記事が掲載された。

また,2009年 「第 H回図書館総合展」で,フ ォーラム

「図書館グッズが利用者と館員を元気にする !」 を主催

した,「図書館サービス計画研究所」の掲示板でも,放

送当日の前後に,こ の番組に関する書き込みが,数件

見られた。

なお,安達元一による,同 名の小説も刊行されてい

るが,こ ちらは,第 2話の内容をノベライズしたもの

になってお り,各 回に共通 して登場する人物を除い

て,ほ かの回の登場人物やス トーリーには,ふれてい

ない。

安達元一『LOVE GAME』 幻冬舎,2009

2)た とえば,山 本宣親「第 1章 図書館ってどういう

ところ」山本宣親ほか『図書館森時代 |』 日本地域社

会研究所,2005,pp.29-30,に おいて,公立図書館の館

長を経験 し,現在は図書館学教育に携わる立場にある

著者は,図書館学の受講生について「女性があまりに

多く,男性がとても少ないのです。図書館現場もこれ

を反映して女性職員が多いのです」「図書館の業務は主

として女性の仕事だと見られているとしたら,そ のこ

とに問題があります」「司書はどうしてこれほど男性に

人気がないのでしようか。それだけ魅力がないと思わ

れているのでしょうか。それとも男のやる仕事ではな

いとでも思っているのでしょうか。図書館司書という

仕事は子どものころから憧れを持たれ,男 女を問わず

人気の職業となることがこれからは必要です」「これま

での司書の一般的な印象は,は っきりいつて本は好き

かもしれないけれど,人間はあまり好きではなさそう

な感じです。口重で暗 く,消極的なイメージが先行す

るのです」と述べている。

3)佐藤毅彦「図書館はどうみられてきたか 日本のミ

ステリと図書館員――東野圭吾・法月綸太郎のケース

について」『甲南女子大学研究紀要』vol.36,2000,pp.155

-179

4)植木とみ子 『市役所の女 一本義女の ドタバ タが ,

世の中を動かすこともあるのだ』海鳥社,2009

5)田 中共子 『図書館で出会える loo冊 』岩波ジュニア

来斤瑾妻, 2009
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6)五十嵐絹子ほか『学校図書館ビフォー・アフター物

語 図書館活用教育の全国的展開を願って』国土社,

2009

7)大島真理『司書はなにゆえ魔女になる』郵研社,2009

8)田 中,大島は,す でに同種の著作を以前に発表 して

いて,シ リーズ的な1生 格のものになっている。

田中共子『図書館へ行こう』岩波ジュニア新書,2003

大島真理『司書はときどき魔女になる』郵研社,2006

大島真理『司書はふたたび魔女になる』郵研社,2007

また,五十嵐 も,近年,学校図書館に関する著作を

複数発表 してきている。

五十嵐絹子 『夢 を追い続けた学校司書の四十年 図

書館活用教育の可能性にいどむ』国土社,2006

五十嵐絹子 『子 どもが本好 きになる瞬間 学校図書

館で見つけた元気の出る話』国土社,2008

9)ジ ェイン・アン・クレンツ『愛を叶える島』ハーレ

クイン,2009
ハーレクイン・デ イザイアの一冊。原著の刊行年は

1982年。

10)J・ B・ スタンリー 『ベーカリーは罪深い』 ランダム

ハウス講談社,2009

謝辞では「わた しの夫テ イモシー・スタンリー」の

名前があげられている。原著の刊行年は 2006年 。

H)佐藤毅彦「図書館員出身作家のメンタリテイ 女性

作家が描 く女性図書館員像 図書館はどうみられてき

たか 。
7」 『甲南女子大学研究紀要 文学 。文化編』

vol.42,pp.65-81

12)篠 田節子「元図書館員のため虐、」『本 とコンピュー

タ』vol.13,pp.1卜 13,で は,次のように述べている。

「作家の立場から一言。書店の店頭にある本について

は,図書館で借 りずに買ってほしい。新刊本のリクエ

ス トは図書館ではな く書店に出 してほ しい。印税が

我々の生活を支えているだけではない。多 くのオ能あ

る若手作家が 『売れない』 を理由に切 られているので

ある」「代わりに,す でに店頭から消えた本については

図書館は頼 りになる存在だ。古本屋を回るより確実に

探 していた本が見つかる。短 くなる一方の本の生命を

支えているのは,図書館の,特 に閉架だ。開架に見当

たらないときは,ぜ ひリクエス トされてみたらいかが

だろう」

2.篠田節子の小説作品と図書館に関係するス トーリー

1)佐藤毅彦「図書館員出身作家のメンタリテ イ 女性

作家が描 く女性図書館員像 図書館はどうみられてき

たか 。
7」 『甲南女子大学研究紀要 文学 ・文化編』

vol.42,2005,pp.65-81,で は,篠田節子のエ ッセイにお

ける図書館に関する言及について紹介 した。

2)佐藤毅彦「図書館はどうみられてきたか 日本の ミ

ステリと図書館員―一 東野圭吾・法月倫太郎のケース

について」『甲南女子大学研究紀要』vol.36,2000,pp.155

-179

この論考の発表後に刊行された『容疑者 Xの献身』

2005で は,大学図書館で,刑 事が, 自身の友人であ

り,そ の大学の所属 メンバーである教員の利用履歴

を,カ ウンターで尋ねるシーンがあ り,以下でこれに

ふれた。

佐藤毅彦「2005年 の図書館 “員
"像  ベス トセラー

小説のテレビ ドラマ化で図書館はどのように描かれた

か『いま,会いにゆきます』『白夜行』のケースについ

て」『同志社図書館情報学 同志社図書館学年報』 (32

号別冊/通巻 17号),2006,pp.17-43

東野圭吾『容疑者 Xの献身』文藝春秋,2005,は ,2005

年度下半期第 134回直木賞を受賞 した作品である。

また,『流星の絆』2008で は,登場人物のひとりが ,

図書館でコピーをとっていたのではないかということ

が,ス トーリーの中でほのめかされている (図 書館に

おけるコピーは,所蔵資料の複製のみに限定 している

図書館が多いの も事実であるが)下記のような場面が

ある。

「事件前 日の昼間,有明塔子が近所の図書館前で目撃

されていた。 目撃者は知 り合いの八百屋で,軽 トラで

野菜を運んでいる途中,彼女を見たらしい。図書館に

入ってい くところだった,と 証言 している」「しか し図

書館員は彼女のことを覚えていなかった。彼女が本を

借 りた記録 も残っていない。図書館では週刊誌や新聞

を閲覧で きる。彼女の目的もそういうことだったので

はないか,と いうのが大方の意見だ」(pp.52-53)「事件

前 日の昼間,母親の塔子が図書館で 目撃されていたこ

とを功一は思い出した。ふだん彼女は図書館などめっ

たに利用 しなかった。彼女の 目的が レシピノー トのコ

ピーをとることだったと考えれば筋が通る」 (p.450)

東野圭吾 『流星の絆』講談社,2008

巻末には,初 出『週刊現代』 2006。 9。 16号 ～2007.9.

15号 ,と ある。

3)篠 田節子 『贋作師』講談社 (ノ ベルス)1991.3→ 講

談社文庫,1996.1

長谷部史親による「解説」では,「 文庫化にあたつ

て,全面的に改稿」(p.355)さ れたことが,紹介されて

いる。

4)篠 田節子 『アクアリウム』 スコラ,1993.3→新潮文

庫,1996.8

山岸真による「文庫版解説」では,「 これまでも作者

は単行本または雑誌掲載からの文庫化の際に加筆修正

をほどこしているが,本書 も同様。 とくに冒頭数十ペ

ージほかの数 力所は全面 さしかえなので,前の版を読

んだ人も買いなお して損はない」(p.316)と 述べ られて

いる。

5)篠田節子『神鳥 (イ ビス)』 集英社,1993.8→ 集英社

文庫,1996.10

6)篠田節子 『聖域』講談社 ,1994。 4→講談社文庫 ,

1997.8

7)篠 田節子「コンセプション」『愛逢い月』集英社 ,

1994.7→ 集英社文庫,1997。 10

8)篠 田節子『夏の災厄』毎日新聞社,1995。 3→文春文

庫,1998.6

9)篠田節子「ファンタジア」『死神』実業之日本社 ,

1996。 1-文春文庫,1999。 10

単行本「あとがき」には,「 たいへんに書きにくいシ
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リーズだった」「私自身が福祉事務所に勤務 した経験が

あ り,職務上知 りえた個人のプライバシーについて
,

秘匿義務が退職後 もあ り,具体的事例および特定のケ

ースをモデルにすることも,そ れを連想 させるエ ピソ

ー ドを作ることもで きなかった」 (単 行本 p.280)と 記

載されている。

単行本巻末の「初出誌 『週刊小説』」によると,「 フ

ァンタジア」は 1995。 10。 13号。

10)篠 田節子 『カノン』文藝春秋 ,1996。 4→ 文春文庫 ,

1999。 4

11)篠 田節子 『ゴサインタンー神の座 一』双葉社 ,1996.

9→双葉文庫,2000。 6→文春文庫,2002.10

この作品で,1997年 第 10回 山本周五郎賞受賞。

文春文庫「解説・吉野仁」では「『小説推理』誌に一

九九五年十一月号から九六年二月号 まで連載され,九
六年六月に単行本化 された」「時代の空気に大 きく影響

されて書かれた作品であることは間違いない」 (p.650)

とされている。

12)篠 田節子 『女たちのジハー ド』集英社 ,1997.1→集

英社文庫,2001

この作品で,1997年 上半期第 H7回直木賞受賞。

13)篠 田節子 『ハルモニア』マガジンハウス,1998.1→

文春文庫,2001.2

14)篠 田節子 『弥勒』講談社 ,1998.9→ 講談社文庫 ,

2001. 10

15)篠田節子 『妖櫻忌』角川書店,2001.H→ 角川文庫 ,

2004.6

16)篠田節子『秋の花火』文藝春秋,2004.7,pp 7-65

「観覧車」は,同書巻末の初出誌によると,初 出は

『小説推理』1997.8

この作品については,下記でふれた。

佐藤毅彦「図書館員出身作家のメンタリテイ 女性

作家が描 く女性図書館員像 図書館はどうみられてき

たか 07」 『甲南女子大学研究紀要 文学 。文化編』

vol.42,2005,pp.65-81

17)篠田節子 『讃歌』朝 日新聞社,2006

「初出紙 2004年 9月 16日 ～2005年 4月 16日 まで

朝日新聞連載」

「単行本化にあたって加筆訂正 しました」 と,巻末に

表示がある。

18)篠田節子『仮想儀礼 上』2008,新 潮社

篠田節子『仮想儀礼 下』2008,新潮社

この作品で,2009年 第 22回 柴田練三郎賞受賞。

『仮想儀礼 下』p.445,に 「初出『小説新潮』2004

年 4月 号～2007年 5月 号」とある。

19)篠田節子 『薄暮』2009,日 本経済新聞出版社

巻末に「初出 日本経済新聞夕刊 2007年 10月 1日

～2008年 10月 18日 」とある。

たとえば,『薄暮』 と同じ,2009年 に刊行された,東

直己『眩量』には,私立探偵が出て くるが,あ る人物

を調べるのは,契約 している有料のデータベースを利

用する。また,そ の私立探偵の大学生の娘がインター

ネット検索にくわしい人物 と言 う設定になっていて
,

さまざまな検索 を駆使 して調べる,と いうス トーリー

である。地元の有力者について,中 央図書館 まで出向

いて調べ ようとする場面 もあるが,結局,駐車場 まで

いったところで,そ こに関係者から電話が入 り,図書

館は不U用 していない。

東直己『眩量』角川春樹事務所,2009

3.篠田節子の小説作品の登場人物 と図書館 経年変化 と

最近の傾向

1)長 谷部史親 『推理小説に見 る古書趣味』図書出版

た土, 1993,pp。 61-62

4.おわりに

1)文部科学省「図書館法施行規則の一部を改正する省

令」(平成 21年文部科学省令第 21号 )平成 21年 4月 30

日公布

文部科学省「図書館法施行規則の一部を改正する省

令及び博物館法施行規則の一部を改正する省令等の施

行について」 (通知 )

2)石松久幸 (カ リフォルニア大学バークリー校アジア

研究図書館 日本部長)「 今,ア メリカの大学でライブラ

リアンと呼ばれる職業が絶滅 しつつある」『出版ニュー

ス』2009年 9月 下旬号,pp.6-10


